
令和５年第２回立川市教育委員会定例会 資料

令和５年１月26日（木）

― たちかわ電子図書館について ―

 立川市図書館計画「電子書籍への対応について調査・研究」

 令和２年度

新型コロナウイルスの感染拡大による臨時休館

非来館型サービスとして電子書籍貸出サービスが注目

「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用

令和３年１月６日（水）「たちかわ電子図書館」サービス開始
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たちかわ電子図書館 コンテンツについて

 有効タイトル数

令和３年１月６日 2,535点 → 令和５年１月15日 7,125点

「ライセンス期間限定型」：「販売型」＝約３：１

 立川市関連資料も登録

ログイン不要で誰でも読める

観光案内、各種広報紙、生活情報等

2



電子図書館運営の工夫と特色（トップページ）
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・トップページ画像を工夫
⇓

時節に応じて画面のリニューアル

・費用負担して頂いた民間事業者名表示
・こどもの本 読み放題300冊
・谷重治文庫
・デジタル伊能図



たちかわ電子図書館＆学校連携

市立小・中学校と協力

児童・生徒の1人1台タブレットＰＣを
活用した電子図書館の利用促進
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https://www.d-library.jp/tachikawa/g0101/top/



「たちかわ電子図書館」学校利用 概要
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図書館 立川市立小・中学校 児童・生徒

• 電子図書館専用の
「学校用利用カード」を作成

• 利用ＩＤを電子図書館に登録
• カードを市立小・中学校に配布

• 1人1台タブレットＰＣのブックマーク
から電子図書館にアクセス

• カードのＩＤと初期パスワードでログイン
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 令和３年９月～各校へ利用カードを配布

 対象者：立川市立小中学校に在籍する

全児童・生徒約12,400人

 電子図書館の使い方（初回ログイン、パスワード変更）を

各校で指導してもらうよう依頼

 図書館は電話での問い合わせに対応、サポート

 利用カードの有効期限は、中学校を卒業する年度の3月末日まで

 貸出・予約は３点まで、貸出期間は14日間

「たちかわ電子図書館」学校利用 概要



たちかわ電子図書館 利用統計（貸出1年目）
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たちかわ電子図書館 利用統計（貸出2年目）
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たちかわ電子図書館 利用統計（閲覧1年目）
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たちかわ電子図書館 利用統計（閲覧2年目）
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小中学生の利用数の変化

カード配布後（令和３年9/13～翌5/19）249日間

年代 小学生（6～12歳） 中学生（13～15歳）

貸出数 61,078（29.4倍） 9,126 （7.0倍）

閲覧数 93,821（30.3倍） 15,022 （6.9倍）

実利用者数 4,777（27.3倍） 1,276 （11.4倍）

カード配布前（令和３年1/6～9/12）249日間

年代 小学生（6～12歳） 中学生（13～15歳）

貸出数 2,081 1,297 

閲覧数 3,094 2,181 

実利用者数 175 112 



小中学生向けコンテンツの充実

 有効コンテンツ 7,125点のうち、

こども向け・YA向けは現在 4,346点ほど（蔵書に占める割合約6割）

 絵本、絵どうわ、ライトノベルといった読み物のほか、図鑑や
ドリル、参考書といった学習に役立つ本などをそろえている

 講談社・角川からの読み放題に適した300点を購入

12学校・家庭での読書機会の確保に



広報たちかわ 令和４年６月25日号より
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■貸出数 令和４年月1日～令和4年12月31日

◎＝児童書

コンテンツタイトル 出版者名 貸出回数

1 ごん狐 青空文庫 260

2 ◎ 1０ぴきのかえるののどじまん電子書籍版（PHP電子） PHP研究所 191

3 ◎ ぎろろんやまと10ぴきのかえる電子書籍版（PHP電子） PHP研究所 189

4 ◎ 1０ぴきのかえるのおくりもの電子書籍版（PHP電子） PHP研究所 188

5
◎ 1０ぴきのかえるのたなばたまつり電子書籍版（PHP電
子）

PHP研究所 185

6 ◎ 1０ぴきのかえるのプールびらき電子書籍版（PHP電子） PHP研究所 184

7 ◎ 1０ぴきのかえるのあきまつり電子書籍版（PHP電子） PHP研究所 182

8 ◎ 1０ぴきのかえるのおつきみ電子書籍版（PHP電子） PHP研究所 179

9 ◎ 1０ぴきのかえるのなつまつり電子書籍版（PHP電子） PHP研究所 179

10 ◎ はるだはるだよ10ぴきのかえる電子書籍版（PHP電子） PHP研究所 174

■閲覧数 令和4年6月1日～令和4年12月31日

「読む」ボタンが押された回数。同じ利用者が同じ資料を複数回閲覧した場合もカウ
ントされる。

◎＝児童書 すべて児童書読み放題パック

コンテンツタイトル 出版者名 閲覧回数

1 ◎うみのおばけずかん（どうわがいっぱい） 講談社 2,069

2 ◎13歳は怖い（講談社青い鳥文庫） 講談社 1,061

3 ◎妖怪大戦争かーディアンズ（角川つばさ文庫） KADOKAWA 873

4 ◎この学校に、何かいる（角川つばさ文庫） KADOKAWA 595

5 ◎天国に行った看板ねこ なな（角川つばさ文庫） KADOKAWA 593

6 ◎犬（ワンコ）とともだち（講談社KK文庫） 講談社 519

7 ◎恐怖のむかし遊び 正（講談社青い鳥文庫） 講談社 483

8 ◎パンダのシャンシャン日記（角川つばさ文庫） KADOKAWA 464

9 ◎新・学校の怪談 1（講談社KK文庫） 講談社 464

10 ◎夜カフェ 1（講談社青い鳥文庫） 講談社 442



 １点目 「たちかわ電子図書館」と学校連携は始まったばかりですが、今後も児童・生
徒が読みたいと思えるコンテンツを揃えていかなければ電子図書館から離れてしまいま
す。現在、公共図書館向けに電子化し販売される書籍は限られており、価格も高い傾向
にあります。コンテンツの充実には、出版社や作家の理解が必要です。図書館向けに販
売される本のバリエーションが増えること。また、同時貸出数や有効期間などが柔軟に
運用されることを望みます。読み放題があれば、調べ学習で先生とクラスの児童・生徒
が同じ本を見ながら学習することができます。そのメリットは大きく、拡大を望むもの
です。

 ２点目 予算の問題です。現在、自治体の多くは、国からの新型コロナの臨時交付金を
活用して電子図書館を立ち上げています。電子書籍コンテンツ代も臨時交付金から充当
されているケースも多いことかと思います。しかし、今後、電子書籍コンテンツ代の財
源が自治体の一般財源から賄われるとなれば話しは変わってきます。紙の書籍代や視聴
覚資料代からの捻出や、ライセンス販売型の購入のみを求められたりして、対応に苦慮
している多くの図書館の声を聴いています。立川市は幸い、民間連携や個人指定寄附金
によりコンテンツを充実させることができましたが大きな課題です。

 ３点目 人材の問題です。電子書籍の仕組みを把握している職員は一握りです。詳しい
職員が異動したら混乱がおきやすく、複数人で対応できる人材の育成が急務の課題です。

 ４点目 こうならないように！の忠告です。電子図書館はじめました→想定外の利用率
→職員のモチベーションの低下→片手間になる→画面も更新されず利用者に飽きられる
→職員も義務感だけになる→一応電子図書館をやっているという状態になる→ほとんど
利用されない→予算減額→終息へのカウントダウンが始まる。
立川市としても、こうならないように時代の流れをつかみ、利用者ニーズに応える電子
図書館運営を目指していきます。

電子図書館を維持・継続していくにあたっての４つの課題
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文部科学省による事務連絡（学校利用促進）










